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食品消費に見る消費経済の構造変化
The Change of Structure in Economics of Consumption. 































































































































































































































野－ 菜 果 実 キ青 肉
小 売 店 38.5 46.1 34.5 
スーパー 51.6 40.1 54.6 
百貨店 1.9 1.9 3.1 
生協 ・購買 5.0 4.8 6.8 
その f也 3.0 7.1 1.0 























































































































































小～売～業～態～1 ～～～～年」次 1964 1974 1984 
般 士:n; 店 79.2 63.4 44.3 
ス ノT 9.3 26.6 42.1 
百貨店 ・生協 ・その他 11.5 10.0 13.7 































































































































｜（生鮮食品）｜ （生自里食品） I （生話里食品） ｜ （加工食品） i 
: .野莱 ｜．水産加工品の一部 ｜．パ ン ｜．グロサリイ食品l
｜ ｜ 一一 常温温度帯｜ ｜ ｜ 
｜ ｜．乾燥食品 ／ ＼／（＼ ｜ ｜．調酬 : 
｜ ！ l予冷野莱 ( 励 ＼恒j鵬帯｜弁当 ｜ 写
（：鮮
！．冷凍魚 ｜．素材冷食 ＼〆 ／、＼ v 冷凍温度帯 ｜．調理済 ｜．アイスク リ一ム；
I （肉，魚，農産物） 」／ 」 ／ ＼ ｜ 冷凍食品 I I 
入 門 刀 品: 生鮮食品 加工食 ； 
｜ 加工食品化 生鮮的加工食品 生鮮食品化 ！ 
常温温度帯...温度管理を行わない。
里 id 温ー ク ....冷蔵・冷凍ではないがなんらかの温度管理を行うもの。
疋温 l
度｛冷蔵 。……0℃前後の温度帯（実際には＋ 5℃からー5℃まで）チルド帯。





































































注12）山口貴久男『食のマーケテイ ング』日本経済新聞社， 昭和57年， pl66 
注目）向上ppl66-l 71
注14）拙著，津田一義 「食品マーケテイングの視点jー北海道芽室町を例として ，『北海道女子短
期大学研究紀要』第29号， 1993年， ppl87 188 
注目）佐々 木輝雄『食からの経済学』径草書房， 1994年，ppl32-136 





注21）梅沢昌太郎『食品のマーケテイングJ白桃書房，昭和61年， p 2 
注22）同上， pp 3 -4 
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